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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　十九四五年三月十日未明の東京大空襲は、ナパーム性焼夷弾を満載してサイパンを飛び立ったＢ二九爆撃機約三百機が、わずか二時間半で十万の民衆の生命を奪い、東京の四割を焦土と化し、負傷者四万、住居を失った人百万！　焼け跡には幼児を抱きしめたまま黒こげとなった母親たちの姿。�　それから三〇年経った一九七五年。当時会社倒産とたたかっていた大映労組が、良い映画づくりに活路を求めて自主製作したのが人形劇映画「猫は生きている」です。原作者の早乙女勝元、音楽のいずみたく、監督の島田開、当時の関係者たちが文字通り採算を度外視して、東京大空襲を記録し、戦争の恐ろしさ、悲惨さとともに生命の大切さ、助け合って生きる人間愛の尊さを子どもたちに伝えようと格闘した熱気が正面から胸に迫ってきます。


　たづくり映像シアターの座席を半分残したのが残念（右写真）。参加者からは感動とともに「ぜひ上映会を！」の声が挙がりました（二面の「感想文」を参照）。





　67回ピースボートから　田邉俊三郎さんが「第67回ピースボート」に乗船。８月27日、「被爆者世界一周証言の航海」に出発されました。西回りで108日、世界約20カ国に、被爆の証言・核廃絶の訴えを届ける旅です。以下はその第一信の要約です。


 ＊下の写真は2005年12月23日、調布「憲法ひろば」の


　 第10回例会で被爆体験を語られた時のもの


 ＊お便りの全文は「憲法ひろば」サイトでご覧ください








�





　1975年に京都映画センターとともにこの映画を企画・完成させた大映労働組合(現､角川映画労組)。当時委員長だった山本洋さん（写真下中、山本薩夫監督のご子息）と、その後委員長を継いだ関谷先弘さん（同右、現､角川映労顧問）が試写会に姿を現されて、自主製作当時の情熱や苦労、親子映画運動と結んで全国100万の観賞を組織した思い出を語り、一段と印象深い試写会でした。





第58号





10月９日


２００９年





　被爆者10人を乗せて108日間で世界20ケ国に核廃絶を訴える旅です。出港時の記者会見で、オバマ発言を受けて「今がチャンス、Yes,we can」と話しました。27日夕刻船内の大会場で被爆者紹介と第１回折鶴プロジェクト。50羽ずつのレイを10個ずつ20箇所に置くには1万羽必要で、私の持参した2千羽では足りません。5人のお嬢さんが専属で手伝ってくれます。かわいくて美人で、言葉が優しくて、一生懸命手伝ってくれます。広島NHK出版の原爆の本の英訳の貼り付けもしてもらって、各地で１冊ずつ寄贈しています。９月１日、ベトナム・ダナン、枯葉剤被害者センター、５日、シンガポール、青年団体、16日、セシール・マサ島、平和団体、19日、ケンジャ・モンサバール、市役所で市長・副市長・高校生40人と引率の先生と交流。どこでも鄭重な対応で十分受け止めて下さいました。またお便りします。
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E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp（変更しました）


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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　調布｢憲法ひろば｣は、十月四日午後、｢多摩川九条の会｣主催の人形劇映画「猫は生きている」特別試写会に合流して第47回例会を開催。四三人が「幻の名画」を観賞し、来春六五周年となる「東京大空襲」をしのび、平和への思いを深めました。　（鈴木彰･記）








　シーン写真について　右上：空襲前の落ち着いた町並み、その下：これも空襲前の市井の情景、「足らぬ足らぬは工夫が足らぬ」のポスタも！　左上：焼夷弾に染まる町並み、その下：子供を背に炎の中を逃げ惑う母親　
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